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一

　
近
年
、『
講
座
　
東
北
の
歴
史
』
シ
リ
ー
ズ
（
入
間
田
宣
夫
編
、

全
六
巻
、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
二
～
二
〇
一
四
）
や
『
東
北
の

中
世
史
』
シ
リ
ー
ズ
（
柳
原
敏
昭
他
編
、
全
五
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
五
～
二
〇
一
六
）
な
ど
の
刊
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
北

を
め
ぐ
る
歴
史
研
究
は
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
本
書
は
、
活
気
を
見

せ
る
東
北
中
世
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
は
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
示
し
て
お
き
た
い
（
括
弧
内
は

初
出
年
）。

序
章
　
本
書
の
視
角
と
概
要
（
新
稿
）

第
Ⅰ
部
　
南
奥
羽
の
大
名
権
力

　
第
一
章
　
大
崎
氏
の
歴
史
的
性
格
（
二
〇
〇
二
年
）

　
第
二
章
　
大
崎
氏
の
権
力
構
造
（
二
〇
〇
一
年
）

　
第
三
章
　
大
崎
氏
「
天
文
の
乱
」
の
一
考
察
（
二
〇
〇
九
年
）

第
Ⅱ
部
　
戦
国
大
名
間
の
外
交

　
第
一
章
　
執
事
の
機
能
か
ら
み
た
大
崎
氏
（
二
〇
〇
一
年
）

　
第
二
章
　
奥
羽
の
戦
争
と
伊
達
政
宗
の
母
（
二
〇
〇
三
年
）

　
第
三
章
　
慶
長
五
年
の
最
上
氏
に
み
る
大
名
の
合
力
と
村
町

　
　
　
　
　（
二
〇
〇
四
年
）

第
Ⅲ
部
　
南
奥
羽
の
地
域
社
会

　
第
一
章
　
公
権
の
形
成
と
国
郡
・
探
題
職

　
　
―
最
上
・
伊
達
両
氏
の
事
例
か
ら
―
（
二
〇
〇
二
年
）

　
第
二
章
　「
塵
芥
集
」
用
水
規
定
を
通
し
て
み
る
戦
国
大
名

　
　
　
　
　（
二
〇
〇
八
年
）

　
第
三
章
　
戦
国
大
名
蘆
名
氏
の
成
立
と
山
野
境
目
相
論
（
新
稿
）

　
付
論
　
奥
羽
仕
置
の
一
考
察

　
　
―
小
林
清
治
『
奥
羽
仕
置
と
豊
臣
政
権
』・『
奥
羽
仕
置
の
構
造

　
　
　
―
破
城
・
刀
狩
・
検
地
』
に
よ
せ
て
―
（
二
〇
〇
五
年
）

書
　
評

遠
藤
ゆ
り
子 

著

『
戦
国
時
代
の
南
奥
羽
社
会

　
　
　
　
　
―
大
崎
・
伊
達
・
最
上
氏
―
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

遠
藤
　
啓
之
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二

　
序
章
で
は
本
書
の
視
角
と
概
要
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
取
り
組
む

課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
著
者
は
本
書
の
目
的
と
し
て
「
南

奥
羽
地
方
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
戦
国
大
名
の
領
国
支
配
の

あ
り
方
と
大
名
間
外
交
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
国
時
代
に

お
け
る
南
奥
羽
社
会
の
特
色
お
よ
び
戦
国
社
会
の
歴
史
的
性
格
を
明

ら
か
に
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
六
つ
の

課
題
を
設
定
し
て
い
る
。
①
中
近
世
の
大
名
権
力
が
も
つ
領
域
的
性

格
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
戦
争
・
和
睦
を
繰

り
返
す
戦
国
社
会
を
動
態
的
に
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
過
程
を

追
究
す
る
こ
と
。
②
戦
国
大
名
同
士
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
名
家
が
ど
の
よ
う
に
し
て
領
国
の
平
和

と
秩
序
の
維
持
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
究
明
す
る
こ
と
。

③
戦
国
大
名
の
歴
史
的
性
格
を
検
討
す
る
上
で
不
可
避
な
問
題
で
あ

る
、
戦
国
大
名
が
守
護
職
・
探
題
職
を
も
つ
意
義
に
つ
い
て
、
外
交

面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
④
戦
国
大
名
論
に
不
可
欠
な
基
礎
作

業
と
し
て
、
戦
国
大
名
の
家
中
・
一
門
の
分
析
を
進
め
、
権
力
構
造

を
究
明
す
る
こ
と
。
⑤
有
力
戦
国
大
名
を
中
核
と
す
る「
惣『
国
家
』」

が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
と
そ
の
動
向
の
実
態
を
、
南
奥
羽
を
事
例

と
し
て
考
察
す
る
こ
と
。
⑥
近
年
の
村
落
論
を
踏
ま
え
た
、
南
奥
羽

社
会
に
お
け
る
大
名
権
力
の
社
会
的
機
能
の
実
態
究
明
に
取
り
組
む

こ
と
。
以
上
の
六
点
で
あ
る
。

　
序
章
で
挙
げ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
「
南

奥
羽
の
大
名
権
力
」、「
戦
国
大
名
間
の
外
交
」、「
南
奥
羽
の
地
域
社

会
」
と
題
さ
れ
た
三
部
か
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
内
容
と
し

て
は
本
書
副
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
大
崎
氏
・
伊
達
氏
・
最
上
氏
の

三
氏
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
次
に
、
以
下
第
Ⅰ
部
第

一
章
か
ら
各
章
ご
と
に
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
第
Ⅰ
部
第
一
章
で
は
、
戦
国
期
地
域
権
力
と
し
て
の
大
崎
氏
の
、

そ
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
戦
国
期
の
大
崎
氏
は
、

周
辺
諸
氏
の
求
め
に
応
じ
て
介
入
し
た
紛
争
に
お
い
て
、
期
待
さ
れ

た
紛
争
解
決
能
力
を
発
揮
で
き
ず
、
代
わ
っ
て
伊
達
氏
に
そ
の
役
割

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
大
崎
氏
の
内
訌
に
お

い
て
も
、
大
崎
氏
は
自
力
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
伊
達
氏
に

合
力
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
人
伊
達
氏
が
戦
国
大
名
へ
、
奥

州
探
題
大
崎
氏
が
伊
達
氏
に
依
拠
す
る
地
域
権
力
へ
変
質
し
て
い
っ

た
こ
と
を
示
す
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
ま
た
、
大
崎
氏
の
紛
争
介

入
は
他
氏
の
求
め
に
応
じ
て
初
め
て
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
職
権
的

支
配
を
前
提
と
し
た
「
衰
退
」
し
た
探
題
で
は
な
く
、
現
実
的
平
和

維
持
機
能
に
基
づ
い
た
戦
国
期
的
地
域
権
力
で
あ
る
と
し
た
。一
方
、

地
域
権
力
に
変
質
し
た
大
崎
氏
が
戦
国
期
も
自
立
し
た
権
力
と
し
て

存
続
し
得
た
の
は
、大
崎
氏
が
時
々
の
政
治
状
況
に
応
じ
て
伊
達
氏
・

最
上
氏
な
ど
、
従
属
す
べ
き
戦
国
大
名
を
主
体
的
に
選
択
し
て
い
た
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遠
藤
ゆ
り
子 

著
『
戦
国
時
代
の
南
奥
羽
社
会
―
大
崎
・
伊
達
・
最
上
氏
―
』（
遠
藤
）

か
ら
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
地
域
権
力
が
大
名
か

ら
政
治
的
に
自
立
し
、
多
属
関
係
を
維
持
で
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る

と
し
て
、
こ
う
し
た
点
に
戦
国
期
地
域
権
力
の
特
質
が
見
出
せ
る
と

す
る
。

　
第
二
章
で
は
、
大
崎
氏
の
権
力
構
造
を
分
析
す
る
た
め
の
基
礎
的

考
察
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
大
崎
氏
当
主
・
一
族
・
家

臣
、
そ
し
て
隣
接
国
衆
で
あ
る
黒
川
氏
の
系
譜
や
関
係
史
料
に
つ
い

て
の
、
基
本
的
事
実
関
係
の
整
理
・
検
討
作
業
で
あ
る
。
近
年
、
戦

国
期
領
主
層
に
関
す
る
権
力
構
造
な
ど
の
研
究
が
進
む
な
か
で
、「
奥

羽
の
戦
国
期
研
究
は
あ
ま
り
に
立
ち
後
れ
て
い
る
」
と
著
者
は
指
摘

す
る
。
大
崎
氏
に
限
ら
ず
、
戦
国
期
奥
羽
に
お
け
る
研
究
を
め
ぐ
る

状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
残
存
状
況
が
良
好
と
は
言
え
な
い
う

え
、
近
世
以
降
の
伝
承
な
ど
も
排
除
し
き
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

状
況
に
あ
っ
て
、
虚
実
入
り
交
じ
る
系
図
や
近
世
史
料
な
ど
も
含
め

た
本
章
の
基
礎
的
考
察
は
、
重
要
な
成
果
と
言
え
よ
う
。

　
第
三
章
で
は
、「
伊
達
家
文
書
」
に
伝
わ
る
「
古
川
状
」
と
い
う

軍
記
物
の
分
析
を
通
し
て
、
天
文
三
（
一
五
三
四
）
年
に
起
こ
っ
た

大
崎
氏
の
「
内
乱
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。「
内
乱
」
は
大
崎

義
直
と
そ
の
家
臣
新
田
頼
遠
と
の
間
の
対
立
に
端
を
発
す
る
が
、
こ

の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
、
古
川
持
熈
は
家
臣
豊
島
持
胤
ら
の
主
張
を
容

れ
、「
御
縁
近
之
好
」
を
糺
す
た
め
新
田
頼
遠
に
合
力
す
る
。
一
方
、

古
川
氏
宿
老
米
谷
熈
正
は
「
御
家
督
」
を
支
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し

て
、
新
田
方
に
合
力
し
た
古
川
持
熈
と
対
立
す
る
に
至
る
。
こ
の
よ

う
に
「
内
乱
」
は
、「
御
縁
近
之
好
」
と
「
御
家
督
」
を
そ
れ
ぞ
れ

重
視
す
る
者
た
ち
の
合
力
に
よ
っ
て
拡
大
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
、

領
国
平
和
を
担
う
「
御
家
督
」
を
中
心
と
し
た
あ
り
方
か
、
地
縁
・

血
縁
な
ど
の
日
常
的
な
交
流
に
よ
る
「
御
縁
近
之
好
」
か
、
ど
ち
ら

を
重
視
す
る
か
に
よ
る
選
択
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
「
御
縁

近
之
好
」
は
単
線
的
な
も
の
で
は
な
く
、
複
雑
に
展
開
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
重
層
的
・
多
層
的
な
縁
を
活
か
す
こ
と
で
自
ら
の
責
務
・

社
会
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
第
Ⅱ
部
第
一
章
は
、天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
の
「
大
崎
合
戦
」

を
事
例
と
し
て
、
大
崎
氏
に
お
け
る
執
事
氏
家
氏
の
機
能
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
い
る
。
大
崎
義
隆
の
小
姓
新
井
田
刑
部
と
伊
場
野
惣

八
郎
の
相
論
に
端
を
発
す
る
「
大
崎
合
戦
」
は
、
新
井
田
刑
部
が
大

崎
義
隆
を
、
伊
場
野
惣
八
郎
は
氏
家
吉
継
を
味
方
に
つ
け
、
さ
ら
に

大
崎
方
に
合
力
し
た
最
上
氏
、
氏
家
方
に
合
力
し
た
伊
達
氏
を
含
め

た
戦
争
へ
と
発
展
し
て
い
く
。「
大
崎
合
戦
」
に
お
い
て
、
氏
家
氏

は
伊
達
氏
の
合
力
引
き
出
し
や
最
上
氏
へ
の
赦
免
働
き
か
け
な
ど
を

行
っ
て
い
く
。
氏
家
氏
は
取
次
と
し
て
培
っ
て
き
た
外
交
ル
ー
ト
を

活
用
し
て
、「
憑
」
み
を
引
き
出
し
、
地
域
の
領
域
平
和
の
維
持
を

図
る
存
在
で
あ
っ
た
と
、
著
者
は
指
摘
す
る
。
ま
た
、
和
睦
時
に
お

い
て
も
氏
家
氏
は
起
請
文
の
交
換
、
和
睦
先
へ
の
出
仕
な
ど
、
平
和

維
持
に
機
能
し
た
。
こ
の
内
紛
に
お
い
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
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よ
う
な
氏
家
氏
の
野
望
、
恣
意
性
は
確
認
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
大
崎

「
家
」
の
平
和
維
持
の
問
題
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

大
崎
氏
と
い
う
地
域
権
力
が
、
執
事
氏
家
氏
と
い
う
地
域
権
力
と
結

び
つ
く
こ
と
で
平
和
維
持
機
能
を
果
た
し
て
い
た
点
に
注
目
し
、
地

域
権
力
間
の
恒
常
的
結
び
つ
き
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ

た
。

　
第
二
章
は
同
じ
く
「
大
崎
合
戦
」
を
事
例
に
、
伊
達
氏
と
最
上
氏

の
和
睦
に
お
け
る
保
春
院
の
役
割
を
追
究
し
て
い
る
。
保
春
院
は
最

上
義
光
の
妹
で
伊
達
政
宗
の
母
で
あ
る
。「
大
崎
合
戦
」
に
お
い
て
、

伊
達
氏
は
氏
家
方
に
合
力
し
た
が
、
黒
川
晴
氏
が
大
崎
方
に
つ
い
た

こ
と
で
苦
戦
し
、
泉
田
重
光
ら
を
人
質
と
す
る
こ
と
を
条
件
に
撤
退

す
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
義
光
の
内
々
の
打
診
を
受
け
、
保
春
院

の
和
睦
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
れ
は
政
宗
の
意
向
を
受
け
た
も
の

で
も
あ
っ
た
。
保
春
院
は
伊
達
氏
・
最
上
氏
双
方
か
ら
仲
介
者
と
し

て
期
待
さ
れ
て
お
り
、ま
た
保
春
院
自
身
も
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
た
。

著
者
は
、
義
光
と
保
春
院
の
兄
妹
に
内
々
の
外
交
ル
ー
ト
が
維
持
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
し
、
婚
姻
関
係
と
他
家
に
入
っ

た
女
性
が
果
た
し
た
役
割
を
見
出
せ
る
と
し
た
。
ま
た
、
保
春
院
を

介
し
た
和
睦
交
渉
に
お
い
て
は
、〔
伊
達
政
宗
―
保
春
院
―
最
上
義

光
―
大
崎
義
隆
〕
と
い
う
経
路
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
保
春
院
は
伊

達
・
最
上
氏
間
を
つ
な
ぐ
回
路
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、

大
崎
氏
が
最
上
氏
を
頼
ん
だ
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
保
春
院
を
介
し

た
伊
達
氏
と
の
つ
な
が
り
を
期
待
し
た
た
め
と
し
て
お
り
、
保
春
院

が
当
事
者
間
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
「
家
」
を
頼
む
存
在
も
含
め
た
交

渉
可
能
性
と
し
て
の
回
路
を
創
り
出
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
第
三
章
で
も
保
春
院
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
慶
長
五

（
一
六
〇
〇
）
年
の
最
上
氏
と
上
杉
氏
の
間
の
争
い
に
お
い
て
、
実

家
最
上
氏
の
危
機
に
際
し
て
保
春
院
が
果
た
し
た
役
割
と
、
そ
れ
が

村
町
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
こ
の
戦
い
に
際
し
て
は
伊
達
氏
か
ら
伊
達
（
留
守
）
政
景
が
、

合
力
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
、政
景
の
動
き
は
低
調
だ
っ
た
。

そ
こ
に
繰
り
返
し
合
力
要
請
を
し
た
の
が
保
春
院
や
保
春
院
侍
女
小

宰
相
で
あ
っ
た
。
保
春
院
や
小
宰
相
は
や
や
脅
迫
め
い
た
言
葉
を
交

え
る
な
ど
、
取
次
の
よ
う
な
公
的
な
関
係
で
は
難
し
い
要
求
な
ど
を

通
し
て
、
伊
達
氏
の
合
力
を
引
き
出
し
、
維
持
し
て
い
た
。
政
景
は

政
宗
の
叔
父
で
あ
り
、
保
春
院
や
小
宰
相
と
も
良
好
な
関
係
を
築
い

て
お
り
、
こ
こ
で
は
兄
妹
・
母
子
の
よ
う
な
関
係
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
、
婚
姻
が
創
り
出
す
「
縁
」
の
広
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、合
力
に
よ
る
最
上
軍
の
勢
い
の
復
調
は
、

最
上
氏
に
味
方
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
村
町
に
与
え
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
最
上
氏
に
味
方
す
る
こ
と
で
村
町
の
平
和
維
持
を
図
ろ
う
と
す

る
百
姓
た
ち
の
働
き
に
よ
っ
て
、
上
杉
氏
は
撤
退
し
て
い
く
。
著
者

は
、
領
国
内
に
あ
る
村
町
の
平
和
維
持
を
求
め
る
動
向
が
、
最
上
家
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の
存
続
を
も
規
定
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
た
。

　
第
Ⅲ
部
第
一
章
で
は
、
最
上
・
伊
達
両
氏
の
事
例
を
も
と
に
、
公

権
成
立
の
問
題
を
論
じ
た
。
こ
こ
で
著
者
は
「
国
」「
国
中
之
儀
」

「
侍
道
之
筋
目
」「
探
題
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
て
い
る
。

出
羽
に
お
い
て
、「
国
」
観
念
は
天
正
一
一
（
一
五
八
三
）
年
以
降
、

越
後
国
の
上
杉
氏
に
対
抗
す
る
上
で
持
ち
出
さ
れ
、
さ
ら
に
最
上
義

光
に
よ
っ
て
「
国
中
之
儀
」
と
い
う
概
念
が
創
り
出
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
と
も
に
出
羽
国
へ
の
所
属
意
識
を
持
つ
、
最
上
氏
と
最
上
氏
を

頼
む
者
た
ち
の
相
互
関
係
の
中
で
創
出
さ
れ
た
論
理
で
あ
っ
た
。「
侍

道
之
筋
目
」
は
伊
達
氏
と
最
上
氏
に
よ
っ
て
多
用
さ
れ
た
表
現
で
、

従
属
や
和
睦
の
承
認
と
い
っ
た
平
和
の
創
出
・
維
持
の
際
に
用
い
ら

れ
た
。「
国
中
之
儀
」「
侍
道
之
筋
目
」
か
ら
は
、
最
上
・
伊
達
両
氏

と
い
う
周
辺
地
域
権
力
を
統
合
し
た
公
権
の
形
成
過
程
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
著
者
は
戦
争
停
止
を
求
め
る
社
会
動
向
が
最
上
氏
・
伊

達
氏
と
い
う
新
た
な
公
権
を
生
み
出
し
て
い
た
と
し
た
。「
探
題
」

も
豊
臣
政
権
の
惣
無
事
令
と
の
接
触
以
降
に
現
れ
て
く
る
表
現
で
あ

り
、
豊
臣
政
権
に
対
抗
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
最
上
・
伊
達
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
出
羽
・
陸
奥
探
題
職
に
基

づ
い
て
支
配
を
正
当
化
し
て
い
た
と
す
る
見
解
は
妥
当
で
は
な
い
、

と
指
摘
し
た
。

　
第
二
章
で
は
飲
料
水
に
つ
い
て
定
め
た
「
塵
芥
集
」
八
七
条
に

注
目
し
て
、
近
世
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
分
国
法
制
定
の

意
義
、
戦
国
大
名
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。「
塵
芥

集
」
八
七
条
は
、
万
人
の
飲
み
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

汚
ら
わ
し
い
も
の
を
流
す
こ
と
、
一
人
が
流
れ
を
堰
き
止
め
て
川
下

の
人
々
を
飲
み
水
に
飢
え
さ
せ
た
者
は
罪
科
に
処
す
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
。
著
者
は
条
文
か
ら
、
当
時
伊
達
領
国
で
発
生
し
て
い
た
在

地
の
問
題
に
つ
い
て
想
定
す
る
。
町
場
で
は
川
だ
け
で
な
く
用
水
も

飲
み
水
に
利
用
す
る
場
合
が
あ
り
、
灌
漑
用
水
と
の
兼
用
で
あ
る
場

合
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
村
町
は
時
に
対
立
し
、
時
に
融
通
し
合

う
関
係
を
創
り
出
し
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
、
飲
料
用
と
見
な
さ
れ

て
い
た
用
水
川
へ
は
「
穢
し
き
物
」
を
流
し
「
不
浄
」
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
な

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
問
題
化
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
八
七
条
は
そ
の
よ
う
な
用
水
秩
序
の
崩
壊
、
干
魃
に
よ
る

水
不
足
な
ど
生
存
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
対
処
し
た
条
文
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
際
し
て
、「
郷
」「
村
」
は
対
立

し
、
時
に
は
伊
達
家
中
の
者
が
呼
び
出
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
伊

達
氏
は
こ
う
し
た
紛
争
を
抑
止
し
、
人
々
の
生
存
を
保
障
す
る
必
要

が
あ
っ
た
と
し
、「
郷
」「
村
」
の
よ
う
な
存
在
こ
そ
が
、伊
達
氏
を
「
塵

芥
集
」
の
制
定
ま
で
に
至
ら
せ
た
真
の
主
体
と
し
て
理
解
で
き
る
と

論
じ
た
。

　
第
三
章
で
は
山
野
境
目
相
論
の
分
析
を
通
し
て
戦
国
大
名
蘆
名
氏

の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
戦
国
期
の
蘆
名
氏
は
、
境
目
相
論
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に
対
し
て
も
大
名
法
廷
の
場
を
開
放
し
、
領
内
の
秩
序
維
持
を
図
っ

て
い
た
。
塔
寺
に
対
す
る
新
規
の
軍
役
の
よ
う
な
新
し
い
権
限
は
、

領
国
内
で
蘆
名
氏
が
果
た
し
た
役
割
に
対
す
る
対
価
で
あ
っ
た
。
ま

た
、先
例
に
従
っ
た
中
人
裁
定
に
よ
っ
て
決
着
を
図
る
場
合
も
あ
り
、

そ
う
し
た
中
人
裁
定
で
は
、
富
田
氏
や
松
本
氏
と
い
っ
た
重
臣
を
含

む
蘆
名
家
臣
が
中
人
を
務
め
る
事
例
が
あ
っ
た
ほ
か
、
時
に
は
一

門
・
家
臣
の
連
署
に
蘆
名
家
当
主
が
花
押
を
据
え
て
裁
決
を
行
う
場

合
も
あ
っ
た
。
村
落
間
の
対
立
は
領
主
間
の
相
論
へ
と
転
化
す
る
こ

と
が
あ
り
、
相
論
の
行
方
に
よ
っ
て
は
一
方
が
伊
達
氏
な
ど
他
氏
と

結
び
つ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
問
題
が
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
た
め
、
蘆
名
家
中
が
中
人
と
し
て
解
決
に

あ
た
っ
た
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
・
飢
饉
と
い
っ
た

危
機
の
な
か
で
、
村
町
は
領
主
と
結
び
つ
き
存
続
を
図
り
、
領
主
は

重
臣
、
蘆
名
家
当
主
を
頼
っ
た
。
蘆
名
氏
が
重
臣
を
中
心
に
戦
国
大

名
化
し
て
い
く
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
村
町
の
動
向
が
あ
っ
た
と
論

じ
て
い
る
。

 

三

　
以
上
の
よ
う
な
本
書
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
本
書
の
成
果
を
挙
げ

る
。
ま
ず
、「
講
談
調
」
の
歴
史
観
も
含
む
、
従
来
の
奥
羽
の
歴
史

像
を
取
り
払
っ
た
、
当
該
期
の
実
像
を
描
き
出
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
衰
退
し
た
奥
州
探
題
大
崎
氏
、
探
題
職
に
基
づ
く
伊
達
・
最

上
両
氏
の
支
配
、
そ
の
よ
う
な
い
ま
だ
根
強
く
残
る
、
奥
羽
の
戦
国

期
権
力
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
払
い
、
い
ち
戦
国
期
権
力
へ
と

変
質
し
て
い
く
大
崎
氏
や
現
実
的
平
和
維
持
機
能
に
基
づ
い
た
新
し

い
公
権
と
し
て
の
伊
達
・
最
上
両
氏
の
姿
を
、
史
料
か
ら
実
証
的
に

提
示
し
た
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
頼
む
者
、
頼
ま
れ
る
者
た
ち
の
関
係
性
に
注
目
し
た
研
究

視
角
を
重
視
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
名
と
従
属
国
衆
の
双
務

的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
近
年
の
国
衆
論
の
成
果
を
奥
羽
に
援
用
し

た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
地
域
権
力
と
大
名
の
よ
う
な
領
主
間
の

関
係
だ
け
で
な
く
、
兄
妹
・
母
子
や
他
家
に
入
っ
た
女
性
と
当
主
側

近
の
よ
う
な
個
人
的
関
係
、日
常
的
な
つ
き
あ
い
か
ら
生
ま
れ
る「
御

縁
近
之
好
」
の
よ
う
な
地
縁
血
縁
の
関
係
、
そ
し
て
自
己
の
存
続
を

図
る
た
め
領
主
と
結
び
つ
く
村
町
の
姿
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
視

点
を
当
て
た
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。
特

に
、
こ
の
視
角
に
よ
っ
て
、
支
配
の
客
体
と
し
て
で
は
な
く
、
歴
史

の
主
体
と
し
て
の
村
町
の
姿
を
明
ら
か
に
し
た
点
は
、
戦
国
期
奥
羽

の
研
究
上
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、大
崎
氏
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
を
示
し
た
点
で
あ
る
。

基
礎
的
考
察
は
華
や
か
さ
こ
そ
な
い
も
の
の
、
研
究
蓄
積
の
少
な
い

奥
羽
の
領
主
権
力
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
論
考
で
あ
る
と
言
え
る
。

乏
し
い
一
次
史
料
、
錯
綜
す
る
系
図
、
虚
実
入
り
交
じ
る
後
世
の
記
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録
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
整
理
し
、
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

作
業
は
大
変
な
苦
労
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
作

業
は
著
者
自
身
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
今
後
研
究
を
志
す
者
た
ち
に

と
っ
て
も
非
常
に
有
用
な
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
成
果
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
ま
で
、
本
書
に
お
け
る
成
果
を
確
認
し
て
き
た
。
次
に
簡
単

な
が
ら
、
今
後
さ
ら
な
る
深
化
が
望
ま
れ
る
点
と
気
に
な
っ
た
点
に

つ
い
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
深
化
が
望
ま
れ
る
点
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
は
、頼
み
、頼
ま
れ
る
関
係
と
南
奥
に
お
け
る「
中
人
制
」

と
の
関
係
で
あ
る
。
南
奥
（
特
に
現
在
の
福
島
県
域
）
で
は
、
中
小

規
模
の
領
主
間
に
よ
る
紛
争
が
続
き
、
そ
の
際
周
辺
の
領
主
が
「
中

人
」
と
し
て
紛
争
調
停
に
あ
た
る
事
例
が
多
く
あ
っ
た
。
こ
の
事
例

で
は
、
伊
達
氏
・
蘆
名
氏
・
佐
竹
氏
と
い
っ
た
比
較
的
大
身
の
領
主

が
関
わ
る
事
例
も
あ
る
が
、
同
規
模
の
領
主
が
立
場
を
変
え
な
が
ら

紛
争
調
停
に
あ
た
る
事
例
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た「
中
人
」

を
介
し
た
紛
争
調
停
事
例
は
、
著
者
が
示
し
た
頼
み
、
頼
ま
れ
る
関

係
か
ら
生
ま
れ
る
現
実
的
平
和
維
持
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と

ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
の
か
。

　
も
う
一
点
は
、
本
書
第
三
章
で
示
さ
れ
た
「
無
縁
」
性
の
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
ま
た
「
中
人
制
」
の
話
に
な
る
が
、
時
に
隠
居
し
た
前

当
主
が
紛
争
調
停
に
あ
た
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
後
継

者
へ
の
権
力
委
譲
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
二
重
権
力
体
制
が
敷

か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
隠
居
し
た
前
当
主
が
「
無
縁
」
的
存
在

で
あ
る
と
は
一
概
に
言
い
が
た
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
隠
居
し
た

前
当
主
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
得
る
存
在
だ
っ
た
の
か
と
い

う
点
は
、
本
書
で
示
さ
れ
た
論
点
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
論
点
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

　
最
後
に
気
に
な
っ
た
点
を
一
つ
あ
げ
た
い
。
そ
れ
は
史
料
上
の
文

字
の
使
い
方
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、〈
頼
む
〉と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、

第
Ⅱ
部
第
一
章
で
は
史
料
上
の
文
字
を
用
い
て
〈「
憑
」
む
〉
と
表

記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
論
考
で
は
〈
頼
む
〉
と
表
記
さ
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
著
者
の
よ
り
忠
実
に
史
料
に
向
き
合

お
う
と
す
る
、
誠
実
な
研
究
姿
勢
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
事
実
、
こ
の
姿
勢
は
論
考
単
位
で
は
徹
底
さ
れ
て
お
り
、

表
記
揺
れ
の
よ
う
な
矛
盾
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し

て
一
冊
の
著
書
と
し
て
み
る
と
、
一
抹
の
わ
か
り
に
く
さ
を
生
み
出

し
て
し
ま
う
。
果
た
し
て
〈
頼
む
〉
と
〈「
憑
」
む
〉
に
は
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
違
い
は
あ
る
の
か
。
魅
力
的
な
論
点
を
数
多
く
提
示
し
て
い

る
本
書
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
う
し
た
わ
か
り
に
く
さ
が
生
ま
れ
て
し

ま
う
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
ら
な
い
指
摘
か
も
し
れ
な
い

が
、
念
の
た
め
記
し
て
お
き
た
い
。
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以
上
、
評
者
の
力
不
足
か
ら
、
雑
駁
な
要
約
、
つ
ま
ら
な
い
指
摘

に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
。
著
者
の
意
図
か
ら
大
き
く
外
れ
る
内
容
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
ま
ず
は
お
詫
び
し
た
い
。
著
者
の
ご
海
容

を
願
う
次
第
で
あ
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
北
を
め
ぐ
る

歴
史
研
究
は
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
先
に
示
し
た
シ
リ
ー
ズ
、
そ

し
て
本
書
の
刊
行
に
よ
り
、
東
北
の
中
世
史
研
究
は
到
達
点
が
示
さ

れ
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
今
後
の
東
北
の
中
世
を
め
ぐ
る
研
究

が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。
著
者
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍

と
、
研
究
動
向
の
一
層
の
活
況
を
心
か
ら
祈
念
し
た
い
。

（
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
）


